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Chapter 1 	“	治癒形態”から考えるペリオの“治し方”
	1	 	出血の停止・浮腫の消退	
　 ＞＞＞プラークコントロールの徹底
①歯周基本治療の最初の目標は「止血」
②浮腫の消退～“乾いた歯肉”への変化
❶歯周組織（軟組織）の評価
❷プラークコントロール
❸超音波スケーラーを活用する

	2	 	長い上皮性付着の獲得・歯肉の適合	
　 ＞＞＞SRP・組織付着療法
①歯周外科手術後の治癒形態
②	長い上皮性付着は安定した治癒形態である
③	デブライドメントとルートプレーニングの違い・使い分け
❶質の高いルートプレーニング
❷組織付着療法（MWF・OFC	等）

	3	 	ポケット底の底上げ・骨レベルの平坦化	
　＞＞＞自然移動・矯正的挺出
①歯は動く
②固定の是非，時期を考えよう！
❶自然移動
❷矯正的挺出

	4	 	ポケット除去	
　 ＞＞＞APF・歯肉切除・ウェッジ手術
①歯周外科手術による治り方
②歯周外科手術に移行するとき
❶APF（歯肉弁根尖側移動術）
❷歯肉切除
❸ウェッジ手術

	5	 	再生	
　 ＞＞＞歯周組織再生療法・自家歯牙移植
①創傷における治癒形態
②歯周組織再生の条件
❶歯周組織再生療法
❷再生の指標は固有歯槽骨
❸自家歯牙移植による歯周組織再生

Chapter 2 	 ペリオを“読む”
	1	歯肉を読む

①浮腫性歯肉と線維性歯肉
②薄い歯周組織と厚い歯周組織
③	付着歯肉から骨膜，歯槽骨の存在・欠損を読む
④歯肉退縮の要因

	2	 X線写真を読む
①骨欠損像＞＞＞重篤度（過去）
②歯槽骨頂線（歯槽頂部歯槽硬線）＞＞＞進行度（現在）
③歯槽硬線＞＞＞歯根膜のありか
④	歯根膜腔の拡大，歯槽硬線の肥厚	
＞＞＞咬合性外傷の指標

⑤骨梁像＞＞＞慢性炎症の臨床的な指標
⑥骨の厚み＞＞＞骨欠損像を“隠す”
⑦	グラデーション＞＞＞頬側と舌側の骨レベルの違い

Chapter 3 	 歯周治療に残された“課題”
	1	根分岐部病変の治療❶下顎

①歯肉の適合による封鎖を期待
②アクセス（清掃性）の向上
③骨レベルの平坦化
④（自家歯牙移植で）歯を入れ替え根分岐部をなくす

	2	根分岐部病変の治療❷上顎
①歯根分割と上顎根分岐部病変の難しさ
②歯根の複雑な解剖学的形態
③上顎根分岐部病変の診断
④治療方針・予後の推測

	3	過大な「力」のコントロール
①過大な「力」とは
②	咬合性外傷の診断～1歯単位にかかる過大な「力」
③	ブラキシズムの評価～全顎単位にかかる過大な「力」
④顎位と咬合性外傷
⑤	睡眠時ブラキシズム，日中のクレンチング，	
TCHへの対応
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